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介
護
が
必
要
な
か
た
の
心
身
や
、
ご
家
族
の
状
況
な
ど

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
仕
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

自
分
に
と
っ
て
一
番
い
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
法
を
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで支え合って元気になりました(左からケアマネジャーの藤井さん、
息子の正さん、加藤イソさん、ホームヘルパーの刀根

と ね

さん) い
き
い
き
ラ
イ
フ
の
す
す
め
！

加
藤
イ
ソ
さ
ん(

84
歳
・
要
介
護
２)

(
仁
井
田)

術

利
用

●
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課tel (

８
６
６)

２
０
６
９

・
訪
問
介
護
を
毎
日
利
用
し
、
食
事
の
準
備
と
身
の

回
り
の
世
話
を
す
る

・
入
浴
は
、
通
所
介
護
を
利
用
す
る

・
起
き
あ
が
り
や
す
い
電
動
ベ
ッ
ド
を
導
入
し
、
日

常
生
活
活
動
の
低
下
を
予
防
す
る

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

●
総
合
的
な
援
助
の
方
針

・
食
事
や
起
き
あ
が
り
な
ど
日
常
生
活
活
動
の
低
下

が
あ
り
、
ベ
ッ
ド
で
寝
た
り
起
き
た
り
の
生
活

・
同
居
の
家
族
は
仕
事
が
あ
り
、
高
齢
者
の
食
事
の

準
備
な
ど
が
十
分
に
で
き
な
い

・
足
腰
の
衰
え
が
あ
り
、
自
宅
で
入
浴
で
き
な
い

・
近
く
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
持
ち
た
い

●
解
決
す
べ
き
課
題(

ニ
ー
ズ)

秋
田
市
医
師
会
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

さ
ん

藤
井
礼
子

解
説

「
寝
た
き
り
に
な
り
た
く
な
い
」

見
事
に
元
気
回
復
！

加
藤
イ
ソ
さ
ん
は
、
息
子
の

正
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
。
昨
年

春
に
腰
痛
の
た
め
動
け
な
く
な

り
一
か
月
ほ
ど
入
院
し
、
退
院

後
も
腰
が
痛
く
寝
た
き
り
の
状

態
が
続
き
ま
し
た
。

イ
ソ
さ
ん
は
、
少
し
で
も
床

を
離
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た

が
、
家
族
だ
け
で
は
十
分
な
介

護
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
介
護
保
険
の
最
初
の
認
定

は
、
一
番
重
い
「
要
介
護
５
」。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
藤
井
さ
ん

と
相
談
し
、
訪
問
入
浴
と
訪
問

介
護
の
利
用
を
始
め
、
電
動
ベ

ッ
ド
を
借
り
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
を
購
入
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
介
護
保
険
と
は
別
に
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
も

利
用
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
少
し
ず
つ
体
調
が

回
復
し
、
昨
年
十
二
月
に
は
、

居
間
で
食
事
を
し
た
り
、
歩
く

こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
体
調
が
良
く
な
っ
た
加

藤
さ
ん
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

外
に
出
て
、
人
と
会
っ
た
り
話

し
を
し
て
み
た
い
」
と
思
う
よ

う
に
な
り
、
正
さ
ん
も
通
所
サ

ー
ビ
ス
で
入
浴
さ
せ
て
あ
げ
た

い
と
考
え
、
十
二
月
か
ら
は
送

迎
付
き
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
利

用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
介
護
保
険
で

は
、
ご
本
人
の
状
態
に
合
わ
せ

て
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
変
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
で
は
、
寝
た
き
り
の
状
態

か
ら
見
事
に
元
気
回
復
。「
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
前
は
、
腰

が
痛
く
て
食
事
の
準
備
も
大
変

で
し
た
。
今
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

が
作
っ
て
く
れ
て
と
て
も
助
か

り
ま
す
。栄
養
も
つ
き
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
友
だ
ち
に
会

う
の
も
楽
し
み
」
と
加
藤
さ
ん

は
大
喜
び
で
す
。
正
さ
ん
も

「
ず
っ
と
寝
た
き
り
か
と
思
っ

て
ま
し
た
が
、
今
は
見
違
え
る

よ
う
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

家
族
の
援
助
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
上
手
に
利
用
し
た
こ
と

で
、
介
護
の
状
態
も
「
要
介
護

２
」
に
な
り
ま
し
た
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
本

人
や
ご
家
族
と
話
し
合
い
、
そ
の
時
々
で
ど
う
い
う
援
助
が

必
要
か
を
相
談
し
な
が
ら
作
り
変
え
て
い
き
ま
す
。

加
藤
さ
ん
の
場
合
も
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
次
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
つ
く
り
ま
し
た
。
介
護
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
寝
た
き
り
か
ら
の
脱
出
」
で
し
た
。
今
後
は
、「
地
域
と
の

交
流
を
深
め
る
こ
と
」「
生
活
力
の
向
上
」
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
で
す
。



加藤さんの現在の
介護サービス(要介護２)

介護サービス自己負担額
月約16,000円
＊自己負担額は、保険で９割が負担
されるため、１割負担となります

●週１回日中

●毎日午前中に１時間30分
ヘルパーさんが、朝食、昼食の準備や掃除、薬

の管理など、身の回りのことを手伝ってくれます。
薄口のみそ汁を作るなど、加藤さんの希望にあっ
た食事を作ってくれます。

●週４回午後に１時間
ヘルパーさ

んが、夕食の
準備など身の
回りのことを
手伝ってくれ
ます。

送迎用の車を利用し
て、入浴、食事などのサ
ービスを受けます。ゲー
ムなどで体を動かした
り、友だちと一緒にお茶
を飲みながら、手先のリ
ハビリをしたり、誕生会
などの行事も行います。

足腰の衰えを補うため、電動の
ベッドなどを借りています。

スギ花粉症は、スギ花粉が原因となって起こる季
節性のアレルギー性鼻炎です。症状としては、くし
ゃみ、鼻水、鼻づまりや目のかゆみ、また喉の痛み
やかゆみなどもでてきます。
発症のしくみとしては、まずスギ花粉が鼻腔内に

吸い込まれることから始まります。鼻腔内に入った
花粉を体内のガードマンである「抗体」が察知し、
「肥満細胞」（体の肥満とは関係ありません）と呼ば
れる細胞に情報を伝えます。これに反応して肥満細
胞からヒスタミンという物質が放出されるのですが、
このヒスタミンがくしゃみ、鼻水などの症状の原因
になります。
誰でも花粉症になるわけではなく、花粉と結びつ

く抗体の多い人が発症しやすいと考えられています。
また今は抗体がなくても、花粉にさらされることで
徐々に体の中に抗体が増えてくる可能性があるので
安心はできません。この抗体は血液検査をすること
で濃度の測定ができます。

治療方法は秋田県の場合、スギ花粉の飛散量があ
まり多くなく、重症例も少ないため、薬物による治
療が中心です。おもに使われているのは、予防、初
期治療用の経口抗アレルギー剤（ヒスタミンを抑え
る成分が入った内服薬）と症状が強くなってからの
治療薬である経口ステロイド剤です。また、それら
の点鼻薬や点眼薬を併用することもあります。
抗アレルギー剤の効果が出るまでに２～14日間か

かりますので、スギ花粉が飛び始める前に医療機関
を受診し、早めに服用を開始すると症状が軽くてす
みます。

秋田県では例年３月中旬から４月にかけてがスギ
花粉の飛散時期です。スギ花粉症を防ぐには、何と
いっても花粉から回避するのが一番です。この期間
はテレビやラジオの花粉情報を参考にしながら、飛
散量の多い日は外出を控えるなどの注意が必要です。

このコーナーでは、みんなが健
康で元気に過ごすために必要
な、ドクターからのちょっとし
たアドバイスを紹介します。

今月のドクター

工藤和夫
市立秋田総合病院
耳鼻咽喉科長

先生

スギ花粉症～その対策

くしゃみ、鼻水の原因はヒスタミン

早めに治療をすれば症状が軽くてすむ

これからの季節が花粉症のピーク

好き嫌いはないので、ヘルパーさんの
作る食事はいつも楽しみ！

仲の良いみんなと一緒にいると、気持ちが若くなります

近くに住む友だちと一緒に
デイサービスを利用

訪問介護(ホームヘルパー)

通所介護(デイサービス)

福祉用具の貸与
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